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教育館 講堂

子どもたちの心に残る道徳の授業を目指して＝授業づくり研究部会 授業研究 ＝
９月２０日（水）に、中川区昭和橋小学校の５年３組の脇田健太郎先生の学級において、子どもたち

の心に残るようにするために、様々な工夫をした道徳の授業研究が行われました。資料は、｢一まいの
色紙｣[明るい心５年(県教振)]です。授業では、弘子に対し否定的に見ていた学級のみんなの気持ちが、
変わっていったきっかけを考え、友達の在り方について話し合うことで、より良い人間関係を築こうと
する気持ちを高められるようにしました。授業には、導入、展開、終末それぞれに誰でもすぐにできる
様々な工夫があり、子どもたちも夢中になって考えていました。
詳しい内容は、来年１月２３日(火)に行われる研究発表会で発表します。是非、ご参加ください。

導入 工夫⑥ 導入と同じ発問をする

発問:「『友達は□□』あなたは何を入れますか。」

終末

工夫⑦ 説話（学級のスライド）

工夫① 多様な友達観に気付かせ

展開
前段

いざというとき
支えてくれる存在だと思う。

工夫②

学級のみんなの気持ちが大きく

変わったことを、左右に分けた板

書と場面絵で提示する

工夫③ 具体物の提示をする

（折り鶴と色紙）

「色紙にはどんな思いが込め
られていたのでしょうか。」

工夫④ 登場人物の心情の変化

を 考える発問

一緒に遊べる人や
安心できる人だと思う。 変容をつかむ

身近なところでも
友情を深めている友
だちがいることが、
分かったよ。

展開後段

発問:「『友達は□□』あなたは何を入れますか。」

工夫⑤ ワークシートに書く活場面絵

板書

道徳の｢教科化｣に向けて

今回は、平成３０年度から使われる小学校の教材についてご紹介します。

１ 教科書｢小学道徳 はばたこう明日へ｣(教育出版)
名古屋市では、｢小学道徳 はばたこう明日へ｣(教育出版:

発行)が使われます。ＡＢ判サイズの教科書で、定番教材の他

に民話や絵本や偉人など、様々なジャンルから、教材が選ば

れています。愛知県や名古屋市にゆかりのある教材としては、

｢杉原千畝｣や｢豊田喜一郎｣、｢徳川家康｣などの人物が取り上

げられています。

また、各教材ごとに｢学びの手引き｣が配置されています。学級の実態にあ

わせて授業ができるように、｢教材本文に対する問

い｣｢道徳的価値に対する問

い｣｢今後の行動への示唆｣

等、複数の発問が価値理解

の深化をねらって構成され

ています。発問の項目を取

捨選択することによって、

学級の実態に応じた授業を

行うことができます。

２ 副読本｢明るい心｣(愛知県教育振興会)
名古屋市の多くの学校で使われていた副読本｢明るい心｣(愛知県教育振興

会)は、平成３０年度より、郷土の偉人や出来事を中心とした内容の資料が

各学年１２種類掲載されます。

１ページ全面に迫力のある写真が載っていた

り、親しみやすい絵柄が使われていたりします。

新小学校学習指導

要領解説には、｢各地

域に根ざした地域教

材｣は、｢児童にとっ

て特に身近なものに

感じられ、教材に親

しみながら、ねらい

とする道徳的価値に

ついて考えを深める

ことができるので、地

域教材の開発や活用に努めることが望ましい｣と

書かれています。教科書と併せて活用すること

で効果的な指導につながります。

速報 ＮＯ．５

２年 ｢花のさいたいど ｣

４年 「花火にかける思い ｣

緑区鳴海町の｢花の井｣

豊橋市の｢手筒花火｣

「このクラスで見
た友情に関する場面
を紹介します」

Q. 学習のめあては必要ですか。
また、どのタイミングで提示すると

よいですか。
A. 子どもが主体的に授業に取り組むた
めには、子どもに「何について考えれ
ばよいのか」をつかませることが大切
です。導入で、授業への関心を高める
とともに、めあてを示すことは、必要
だと思います。

Q. 挙手をしていない児童を指名しても
いいですか。

A. 子どものつぶやきやワークシートの
記入の様子から、挙手をしていなくて
も、児童の考えをつかむことができま
す。話し合いの内容が、より深められ
ると判断した場合は、意図的に指名を
して、発言を促してもよいと思います。

Q. なかまなビジョンによって、今後の道
徳はどう変わりますか。

A. なかまなビジョンで示された学習過
程のモデルは、仲間との対話を大切に
してきたこれまでの道徳の授業の流れ
と変わりません。道徳でも、めあてに
向かって子どもが主体的に取り組める
ように、｢なかまなビジョン｣を活用し
て授業づくりをすることが大切です。


